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TPSの生産性は極大値を有することを明らかにした．工業生産用の通気攪拌槽（4 m3）では，7.6 g/m3 付近でのDO
濃度の制御により，カルス培養を安定な操作域で運転できることを実証した． 
次に，カルスの分離とTPSの回収方法について検討した．セルロースパウダーなどのろ過助剤を用いたケークろ過
において，カルス，ろ過助剤，TPSの電気的反発が生じる条件の下で，効果的なカルス分離とTPS透過の両立を実現
した．また，工業化に向けたろ過装置運転における操作指針を得るため，ろ過助剤を用いた加圧型ろ過機によって得
たデータに基づき，フィルタープレスでの定速ろ過において，ほぼ100%のTPS回収率を伴って，光学的透過度が95%
以上の清澄なろ液が安定して得られることを可能とした．さらに，分離工程における最終段階として，ろ液からのTPS
の沈殿分離方法を開発した．2%濃度のNaCl存在下では，有機溶媒の種類によらず，比誘電率が50近傍でほぼ100%の
沈殿生成率となることを明らかにした．一方，エタノールを50 vol%添加した場合では，TPS分子中のグルクロン酸基
に対する無機塩中のカチオンのモル比率と沈殿生成率には正の相関が得られることが分かった．これにより，TPSの
構造を維持しながら，主要な夾雑物濃度を許容濃度以下に低減できることを示した． 
 以上，本論文は，植物細胞培養による有用物質の工業レベルの生産について，培養から分離工程にわたる広い範囲
の課題を総合的に取り扱うものであり，博士（工学）の学位論文として価値のあるものと認める． 
 
 
 
 
 
